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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

NO!

飲酒運転根絶ロゴマークNo.178   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

　

  

令
和
２
年
度
定
時
社
員
総
会
会
長
挨
拶

　
　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人 

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

�

会
長　

吉　

本　

淳　

一

定
時
社
員
総
会
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
る
中
、
総
会

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
日
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
交
通
安
全
運
動
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
元
年
の
北
海
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
交

通
事
故
件
数
や
負
傷
者
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
死
者
数
が
11

人
多
い
１
５
２
人
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
増
加
に
転
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
ほ
か
、
交
通
事
故
死
者
数
の
半
数
以
上
を
高
齢
者
が

占
め
て
い
る
こ
と
や
、
飲
酒
運
転
が
原
因
に
よ
る
大
変
痛
ま
し

い
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
な
ど
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
道
や
市
町
村

を
始
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
に
連
携
し
、
北
海
道

が
策
定
し
た
推
進
方
針
に
基
づ
き
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
対
策
を

は
じ
め
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効
果
的
な
各
種
事
業
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
遺
児
育
英
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
修
学
意
欲

の
あ
る
交
通
遺
児
等
の
皆
さ
ん
が
、
経
済
的
理
由
で
そ
の
道
が

閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
し
て

参
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
開
会
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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毎月15日は「道民交通安全の日」

令
和
２
年
度
定
時
社
員
総
会

令
和
２
年
度
定
時
社
員
総
会
が
６
月
９

日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
か

れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊

い
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

吉
本
淳
一
会
長
の
挨
拶
の
後
、
一
般
財

団
法
人
北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務

理
事
の
坂
井
信
氏
を
議
長
に
選
任
し
、
議

事
で
は
、
報
告
事
項
の
１
件
の
説
明
の
後
、

決
議
事
項
３
件
が
原
案
通
り
承
認
等
さ
れ

ま
し
た
。

役
員
の
改
選
で
は
、
理
事
30
名
と
監
事

２
名
を
選
任
し
、
総
会
後
の
理
事
会
で
、

会
長
に
吉
本
淳
一
氏
が
留
任
、
筆
頭
副
会

長
に
甲
谷
恵
氏
が
選
任
さ
れ
、
副
会
長
４

名
の
う
ち
藤
井
祐
昭
氏
、
善
岡
雅
文
氏
、

宮
司
正
毅
氏
が
留
任
し
、
平
間
育
子
氏
が

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
新
体
制
３

頁
上
段
）

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会　

 

令
和
２
年
度
事
業
計
画（
概
要
）

Ⅰ　

事
業
計
画
の
概
要

令
和
２
年
の
交
通
安
全
運
動
は
、
北
海
道
が
策

定
し
た
「
令
和
２
年
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の

推
進
方
針
」
の
、
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
交
通
事
故
～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北

海
道
～
」
を
踏
ま
え
、
交
通
安
全
運
動
の
重
点
で

あ
る
「
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
確
保
」、「
飲
酒
運

転
の
根
絶
」、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」、「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
全
席
着
用
」、「
居
眠
り
運
転
の
防
止
」、

「
自
転
車
の
安
全
利
用
」、「
安
全
意
識
の
向
上
」

を
広
く
道
民
が
参
加
す
る
交
通
安
全
運
動
と
し
て

取
り
組
む
ほ
か
、
４
期
40
日
の
期
別
運
動
、
交
通

安
全
の
日
等
の
運
動
等
に
つ
い
て
、
道
や
市
町
村

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
に
連

携
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効
果
的
な
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

更
に
、
飲
酒
運
転
が
原
因
に
よ
る
死
亡
事
故
が

後
を
絶
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

交
通
安
全
運
動
と
併
せ
て
飲
酒
運
転
の
根
絶
対
策

を
積
極
的
に
取
り
組
み
、
道
民
一
人
一
人
に
「
飲

酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を

広
く
定
着
さ
せ
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指
し
ま

す
。ま

た
、
道
民
の
善
意
で
支
え
ら
れ
て
い
る
交
通

遺
児
育
英
事
業
に
つ
い
て
は
、
資
金
の
効
果
的
な

運
用
を
図
り
な
が
ら
、
遺
児
の
勉
学
に
必
要
な
資

金
の
無
利
子
貸
付
（
３
割
免
除
あ
り
）
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
交
通
遺
児
の
皆
さ
ん
の
修
学
に
貢
献

し
ま
す
。

更
に
、
交
通
安
全
運
動
の
実
践
的
組
織
で
あ
る

地
区
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会
や
北
海
道
交
通

安
全
母
の
会
に
対
し
て
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
を
通
じ
、
効
果
的
な
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し

ま
す
。

Ⅱ　

事
業
計
画

第
１　

自
主
交
通
安
全
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
１
）

　

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
（
２
）�

交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣

　
　
（
３
）
飲
酒
運
転
根
絶
研
修

　

２　

調
査
・
研
究
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

　
　
（
２
）
デ
イ
・
ラ
イ
ト
事
業
の
点
灯
率
調
査

　
　
（
３
）
交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

　

３　

広
報
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
総
決
起
大
会
の
開
催

　
　
（
２
）
新
聞
紙
面
を
活
用
し
た
広
報
活
動

　
　
（
３
）
広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

　
　
（
４
）
交
通
安
全
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
啓
発

　
　
（
５
）�

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
の

開
催

　
　
（
６
）
地
域
連
携
型
飲
酒
運
転
根
絶
事
業

　

４　

表
彰
事
業

　
　
（
１
）
ゼ
ロ
運
動
顕
彰

　
　
（
２
）
指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

　
　
（
３
）
母
の
会
会
員
表
彰

　
　
（
４
）
一
般
表
彰

　
　
（
５
）
業
務
貢
献
表
彰

第
２　

交
通
安
全
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
２
）

　

１　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

　
　
（
１
）
広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

　
　
（
２
）
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
推
進
事
業

　
　
（
３
）
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　
　
（
４
）
期
別
運
動

　
　
（
５
）
交
通
安
全
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

　
　
（
６
）
交
通
安
全
啓
発
活
動
事
業

　
　
（
７
）
幼
児
の
事
故
防
止
事
業

　
　
（
８
）
市
町
村
広
報
活
動
の
支
援
事
業

　

２　

交
通
安
全
運
動
の
展
開

　
　
　
　
　
（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
事
業
）

　
　
（
１
）
飲
酒
運
転
根
絶
運
動

　
　
（
２
）
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動

　
　
（
３
）
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用

　
　
（
４
）
居
眠
り
運
転
防
止

　
　
（
５
）
交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

　
　
（
６
）
特
別
対
策

　

３　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　
　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

第
３　

交
通
遺
児
育
英
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
３
）

　

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

　
　
（
１
）
資
金
造
成
事
業

　
　
（
２
）
奨
学
金
募
集
等
事
業

　
　
（
３
）
広
報
啓
発
活
動
事
業

　
　
（
４
）
称
賛
事
業

　
　
（
５
）
奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

　

２　

作
文
募
集
事
業

第
４　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
他
事
業
）

　

１　

地
区
活
動
の
充
実

　

２　

地
区
交
通
安
全
独
自
活
動
へ
の
支
援

　

３　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
５　

管
理
事
業
（
法
人
会
計
）
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続
い
て
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会
長
表
彰
と
し
て
、
吉
本
会
長
か
ら
交
通
安

全
指
導
員
・
交
通
安
全
奉
仕
員
表
彰
24
名
、

交
通
安
全
母
の
会
会
員
表
彰
９
名
、交
通
安

全
一
般
表
彰
１
名
・
４
団
体
に
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
北
海
道
議
会
荒
当
聖
吾

環
境
生
活
委
員
長
、
北
海
道
警
察
本
部
高

倉
孝
司
交
通
部
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を

受
賞
し
た
、
野
々
村
勇
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度　

飲
酒
運
転
根
絶

に
関
す
る
研
修
会

２
月
20
日
、
札
幌
で
飲
酒
運
転
根
絶
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、石
狩
管
内
か
ら
41
名
の
各
市
町

村
の
交
通
安
全
担
当
者
や
指
導
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら

し
安
全
局
道
民
生
活
課
交
通
安
全
担
当
課

長
の
屋
代
芳
彦
様
、
北
海
道
警
察
本
部
交

通
部
管
理
官
米
原
良
己
様
に
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
講
師
に
は
青
野
・
広
田
・
お
ぎ
の

法
律
事
務
所
の
弁
護
士
広
田
拓
郎
様
に

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て
─
知
っ
て
お

く
べ
き
人
生
に
お
け
る
リ
ス
ク
─
」
と
題
し

て
飲
酒
運
転
の
現
状
、
飲
酒
運
転
に
関
す
る

法
律
の
規
定
や
飲
酒
運
転
者
本
人
と
そ
の

関
与
者
の
不
利
益
等
に
つ
い
て
ご
講
話
を
い

た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
研
修
会
を
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

見過ごすな　信じて挙げた　小さな手

令
和
元
年
度
北
海
道
交
通
安
全

功
労
者
等
表
彰
式

２
月
３
日
、
道
庁
別
館
で
北
海
道
交
通
安

全
功
労
者
等
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
北
海
道
か
ら
築
地
原
康
志
環

境
生
活
部
長
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
か
ら
吉
本
淳
一
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全

運
動
の
地
道
な
努
力
と
活
躍
に
対
し
て
、
感

謝
と
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
海
道
知
事
表
彰
と
し
て
、
築

地
原
環
境
生
活
部
長
か
ら
北
海
道
社
会
貢

献
賞
７
名
・
１
団
体
（
交
通
安
全
功
労
者
）、

北
海
道
善
行
賞
56
名（
交
通
安
全
実
践
者
）

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

　
　
　

役
員
の
新
体
制

会　
　
　

長	

吉　

本　

淳　

一

筆
頭
副
会
長	

甲　

谷　
　
　

恵

副　

会　

長	

藤　

井　

祐　

昭

	

善　

岡　

雅　

文

	

宮　

司　

正　

毅

	
平　

間　

育　

子

理　
　
　

事	
立　

野　

智　

史

	
堀　

内　
　
　

巖

	

西　

原　

英　

二
	

岡　

田　

勝　

博
	

梶　
　
　

重　

雄
	

守　

山　

泰　

史

	

横　

島　

義　

人

	

荒　

木　

敏　

安

	

猪　

股　

幸　

恵

	

渡　

部　

明　

雄

	

藤　

崎　

信　

雄

	

蔵　

田　

愛　

子

	

柄　

目　
　
　

誠

	

辻　

沢　

英　

隆

	

坂　

井　
　
　

信

	

中　

田　

髙　

廣

	

鏡　
　
　
　
　

貢

	

阿　

部　

一　

仁

	

中　

田　

孔　

幸

	

小　

林　

一　

男

	

濱　

多　
　
　

哲

	

阿
部
羅　
　
　

清

	

杉　

山　

敏　

文

	

塚　

田　

茂　

男

監　
　
　

事	

大　

原　

良　

治

	

杉　

下　

清　

次 
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ママあぶない　横断歩道は　あそこだよ
  �

令
和
２
年
「
飲
酒
運
転
根
絶

の
日
」
決
起
大
会

７
月
13
日
、
札
幌
市
の
か
で
る
ホ
ー
ル
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
参
加
者
を
１
０
０
名
に
限
定
し

て
令
和
２
年
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
決

起
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
７
月
13
日
は
、
平
成
26
年
に
小
樽
市

で
、
３
人
が
死
亡
、
１
人
が
重
傷
と
い
う
悲

惨
な
飲
酒
運
転
に
よ
る
ひ
き
逃
げ
事
件
が

発
生
し
た
日
で
、
そ
の
日
を
「
北
海
道
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
に
お
い
て
、

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
と
制
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
鈴
木
直
道
北
海

道
知
事
、
山
岸
直
人
北
海
道
警
察
本
部
長

か
ら
相
次
ぐ
死
亡
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て
、
よ
り
一
層

の
展
開
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
来
賓
を
代
表
し
て
、

村
田
憲
俊
北
海
道
議
会
議
長
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
桜
庭 

和
さ
ん
を
迎
え
、「
令

和
元
年 
飲
酒
運
転
根
絶
！
高
校
生
メ
ッ
セ

ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
紹
介
で
、
最
優
秀

作
品
の
動
画
を
視
聴
し
、
桜
庭
さ
ん
に
よ
る

優
秀
作
品
２
作
品
の
朗
読
、
そ
し
て
歌
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
桜
庭
さ
ん
の
代
表
曲
「
Ｈ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
」
を
歌
唱
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
飲
酒
運
転
根
絶
道
民
宣
言
を

道
民
を
代
表
し
て
桜
庭
さ
ん
に
、
飲
酒
運

転
根
絶
へ
の
願
い
を
こ
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
道

民
宣
言
を
い
た
だ
き
、
決
起
大
会
を
成
功

裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、今
大
会
は
、当
委
員
会Y

ouT
ube 

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  �

夏
の
交
通
安
全
運
動
に
伴
う	

街
頭
啓
発

７
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
の
10
日
間
、
夏

の
交
通
安
全
運
動
の一
環
と
し
て
Ｊ
Ｒ
札
幌

駅
周
辺
や
ア
ス
テ
ィ
45
周
辺
で
街
頭
啓
発

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
対
策
七
者

連
絡
会
議
が
主
体
と
な
り
、「
飲
酒
運
転

根
絶
」
や
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
」

等
の
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
周
辺
で
は
広
報
啓
発
Ｃ

Ｄ
を
流
し
歩
行
者
に
対
し
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

区　分 団　　体　　名 郵便番号 住　　　　　　所 入　会　日

正会員 一般社団法人北海道レッカー事業組合 003-0849 札幌市白石区北郷２４０５番地２５ 令和2年4月17日

区　分 団　　体　　名 郵便番号 住　　　　　　所 退　会　日

正会員 北海道自動車処理協同組合 065-0019 札幌市東区北１９条東１２丁目６－７ 令和2年3月31日

賛助会員 北見交通安全啓発の会 090-0018 北見市青葉町５番１６号 令和元年12月31日

賛助会員 北海道トラックターミナル株式会社 003-0030 札幌市白石区流通センター５丁目１番１号 令和2年3月31日

会員異動状況

入　会

退　会
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あっ　あぶない！　スマホに危険は　うつらない

◆◆◆ 交通事故死ゼロ日数顕彰 ◆◆◆

（敬称略）

受領月 寄付者名 種　　類 区　　分 寄付金額
（単位：円）

１　月

浦河町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,240

小林豊子きもの学院　
北海道本部・北海道講師会 特定 募金 300,000

手稲自動車学校セーフティクラブ 特定 募金 20,000

株式会社アペックス 特定 募金 10,174

２　月

スーパー中古車市実行委員会 特定 募金 6,116

室蘭地方中古自動車販売協会 特定 募金 20,000

植村　泰也 特定 寄付 2,000

３　月
北央道路工業株式会社 特定 寄付 2,000,000

ニセコ町各自治会（４５団体） 特定 募金（黄色い羽根） 114,770

４　月

森サイクル 特定 募金 3,090

サンクパール幼稚園 特定 募金（箱募金） 563

植村　泰也 特定 寄付 2,000

５　月 匿名 特定 募金（箱募金） 100,000

６　月

八剣山パークゴルフ場 特定 募金 87,000

植村　泰也 特定 寄付 2,000

匿名 特定 寄付 30,000

皆様からのご支援、ありがとうございました。

4月

3500日▶	上砂川町
2500日▶	木古内町
1000日▶	弟子屈町
700日▶	福島町
	 遠別町
500日▶	平取町
300日▶	芦別市

3月

2000日▶	鹿部町
	 陸別町
1500日▶	豊浦町
1000日▶	雄武町
	 大樹町
700日▶	妹背牛町
500日▶	岩内町
	 室蘭市
	 猿払村
	 鹿追町
300日▶	北斗市

2月

3500日▶	礼文町
2500日▶	黒松内町
	 奥尻町
1000日▶	今金町
	 鷹栖町
	 占冠村

5月

700日▶	更別村
500日▶	浦河町
	 名寄市
	 中札内村

6月

6000日▶	京極町
2000日▶	厚沢部町
1500日▶	赤井川村
1000日▶	洞爺湖町
	 美瑛町
	 網走市
700日▶	蘭越町
	 登別市
	 美深町
	 中頓別町
	 津別町
	 斜里町
	 清水町
	 羅臼町
200日▶	函館市

7月【予定】

4000日▶	利尻町
2500日▶	上士幌町
1000日▶	八雲町
	 せたな町
	 士別市
700日▶	美唄市
	 三笠市
	 喜茂別町
	 剣淵町
	 豊富町
	 豊頃町
500日▶	北広島市
300日▶	伊達市

小林豊子きもの学院
北海道本部・北海道講師会

八剣山パークゴルフ場北央道路工業株式会社
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今
金
町
は
、
渡
島
半
島
北
部
に
位
置
す

る
人
口
約
５
１
０
０
人
、
面
積
約
５
６
８

平
方
キ
ロ
、
全
国
一
級
河
川
対
象
水
質
調

査
で
過
去
に
18
回
日
本
一
き
れ
い
な
川
に

選
出
さ
れ
た
全
長
80
キ
ロ
の
清
流
「
後
志

利
別
川
」
を
有
す
る
町
で
す
。

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、
昼
夜
の
寒

暖
差
が
大
き
い
環
境
と
水
は
け
が
良
い
肥

沃
な
火
山
灰
地
の
土
壌
に
育
ま
れ
た
「
今

金
男
し
ゃ
く
」
は
、
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
舌

触
り
が
特
徴
の
バ
レ
イ
シ
ョ
で
、
デ
ン
プ

ン
含
有
率
13
・
５
％
以
上
と
い
う
品
質
を

誇
り
、
昨
年

9
月
9
日
に

は
北
海
道
で

3
件
目
と
な

る
地
理
的
表

示(

Ｇ
Ｉ)

保

護
制
度
に
登

録
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
他
に

も
、
厳
冬
期
に
育
て
ら
れ
糖
分
を
多
く
含

ん
だ
軟
白
長
ネ
ギ
、
み
ず
み
ず
し
い
グ
リ

ー
ン
ア
ス
パ
ラ
な
ど
、
今
金
の
豊
か
な
大

地
が
育
む
農
産
物
は
道
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
金
町
は
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事

故
～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
町
い
ま
か

ね
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
金
町
交
通
安

全
運
動
推
進
委
員
会
が
年
間
計
画
を
定
め
、

北
海
道
、
北
海
道
警
察
、
交
通
安
全
協
会
、

交
通
安
全
指
導
員
会
、
自
治
会
町
内
会
連

合
会
な
ど
の
各
関
係
機
関
と
相
互
協
力
し

な
が
ら
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

交
通
安
全
指
導
員
は
現
在
19
名
が
委
嘱

さ
れ
て
お
り
、
期
別
に
年
4
回
行
わ
れ
る

交
通
安
全
運
動
で
は
児
童
の
登
校
時
間
帯

に
合
わ
せ
て
、
町
内
会
の
方
々
と
と
も
に

街
頭
指
導
に
立
つ
な
ど
交
通
安
全
思
想
の

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
る
今
金
町
交
通
安
全
青
空
集
会

で
は
、
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
毎
年
２
０
０

名
近
く
の
方
々
が
参
加
し
、
警
察
か
ら
の

交
通
安
全
講
話
や
参
加
者
代
表
に
よ
る
交

通
安
全
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
通
事
故

防
止
と
い
う
目
的
の
も
と
団
結
し
、
集
会

後
に
は
国
道
２
３
０
号
線
で
旗
波
作
戦
街

頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
す
。

交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
高
齢
者
や
こ
ど

も
た
ち
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
交
通
安
全
ル
ー
ル
を
学
べ
る
機
会
を

何
度
も
設
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

町
内
小
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
で
開
催

さ
れ
る
交
通
安
全
教
室
で
は
、
交
通
安
全

指
導
員
が
横
断
歩
道
を
渡
る
際
の
注
意
点

や
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
、
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
た
め
の
大
切
な
ル
ー
ル
を
教
育

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
集
会
に
お
い
て
も
、
警
察
署
担
当

課
か
ら
、
交
通
事
故
発
生
傾
向
や
夜
間
・

冬
道
で
の
交
通
安
全
な
ど
に
つ
い
て
講
話

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
金
町
は
、
平
成
28
年
5
月
に
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
３
５
０
０
日
を
達
成
し
ま
し

た
が
、
４
０
０
０
日
を
目
前
に
控
え
た
平

成
29
年
5
月
、
残
念
な
が
ら
痛
ま
し
い
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
今
日
ま
で
死
亡
事
故
の
発
生

は
な
く
、
令
和
2
年
6
月
2
日
に
は
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
日
数
１
１
１
１
日
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

交
通
安
全
意
識
の
醸
成
は
、
一
朝
一
夕

に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
は
交
通
安
全
の
た
め
、
長
年
に

わ
た
り
地
道
に
活
動
を
継
続
さ
れ
て
き
た

方
た
ち
が
お
り
、
そ
の
方
々
の
尽
力
が
あ

っ
て
今
日
の
交
通
安
全
が
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
先
人
た
ち
の
願
い
や
想
い
を
受

け
継
ぎ
、
関
係
機
関
・
団
体
と
協
働
し
て

交
通
事
故
の
な
い
「
安
心
安
全
な
ま
ち
・

今
金
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

交差点　命のきけんが　かくれんぼ

今
金
町

　（
檜
山
振
興
局
）

交
通
事
故
の
な
い

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

交
通
安
全
ル
ー
ル
を
学
べ
る
機
会

今金・せたな２町合同旗波作戦(せたな町丹羽)

種川小学校　交通安全教室

　

交
通
安
全
へ
の
取
組
状
況

　

さ
い
ご
に
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もういいかい　残ったお酒が　まあだだよ

交通安全推進員の声

　
着
任
の
ご
挨
拶

本
年
４
月
よ
り
留
萌
地
区

交
通
安
全
推
進
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
橋

場
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

留
萌
に
は
、
稚
内
ま
で
続
く

「
日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
」
と

い
う
絶
景
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
が

あ
り
ま
す
。
美
し
い
自
然
を

楽
し
み
に
来
訪
さ
れ
る
方
が
多

く
、
留
萌
の一
市
民
と
し
て
は
、

安
全
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

と
い
い
な
、
と
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
ニュー
ス
で
知
る
事
故

に
つ
い
て
、
尊
い
命
を
守
る
た
め
、

「
な
が
ら
運
転
」
の
厳
罰
化
、

「
あ
お
り
運
転
」
に
対
す
る
処

罰
規
定
の
新
設
な
ど
、
道
路
交

通
法
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
、

高
齢
者
運
転
対
策
は
、

２
０
２
２
年
６
月
ま
で
に
施
行

予
定
で
す
。
事
故
の
再
発
を

防
ぐ
た
め
に
定
め
ら
れ
る
法
は
、

い
つ
も
後
出
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
二
度
と
痛
ま
し
い
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
教
訓
と
し

て
も
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

願
い
ま
す
。
便
利
で
楽
し
い
こ

と
で
あ
る
こ
と
の
引
き
換
え
が

危
険
で
あ
っ
て
は
と
て
も
残
念

な
こ
と
で
す
。
皆
が
安
心
し
て

生
活
を
営
め
る
よ
う
、
一人
一人

の
自
覚
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
留
萌
振
興
局
環

境
生
活
課
職
員
の
皆
様
方
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
交
通
安
全

推
進
員
と
し
て
、
よ
り
一
層
安

全
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

交
通
安
全
及
び
交
通
事
故
防

止
に
か
か
わ
る
諸
活
動
を
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
って
お
り
ま
す
。

留萌地区

橋場　麻智子

　
交
通
安
全
へ
の
思
い

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

し
、
交
通
安
全
推
進
員
と
し
て

日
々
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
残
念
な
が
ら
本

年
４
月
17
日
に
軽
乗
用
車
に

よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
、
本
市
に
あ
る
国
道

44
号
線
で
、
路
外
転
落
に
よ
り
、

女
性
の
高
齢
者
が
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
こ
の
場
所
を
確
認

し
ま
し
た
が
、
他
の
事
故
と
同

様
に
、
な
ぜ
何
の
変
哲
も
な
い

こ
の
場
所
で
発
生
し
た
の
か
、

疑
念
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
も
、
い
つ
も

感
じ
る
こ
と
は
、
場
所
で
は
な

く
、
人
間
で
あ
る
が
故
の
運
転

感
覚
の
マ
ヒ
と
い
う
の
が
思
い

浮
か
び
ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
根
室
地
区

は
、
公
共
交
通
機
関
が
未
発
達

な
と
こ
ろ
で
、ど
う
し
て
も
車
に

頼
る
生
活
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
必
然
的
に
免
許
所

有
者
や
車
保
有
台
数
が
、
他
の

地
区
に
比
べ
て
多
く
な
り
、
人

口
の
割
に
事
故
率
も
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
季
の
厳
し
い
気
象

条
件
下
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト

発
生
な
ど
、
さ
ら
に
事
故
に
遭

遇
す
る
場
面
が
多
く
な
る
状

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
管
内
の
事

故
死
の
発
生
時
期
を
見
ま
す

と
、
意
外
な
こ
と
に
冬
季
の
事

故
は
少
な
く
、
夏
型
事
故
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

一
見
す
る
と
、
ど
う
し
て
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
事
故
が
起
き
る

の
か
と
不
思
議
に
な
る
場
所
が

多
い
の
も
事
実
で
す
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
管
内

の
事
故
は
、
ま
だ
ま
だ
防
げ
る

要
素
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と

最
近
感
じ
て
お
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
、
私
の
推
進
員

と
し
て
の
活
動
が
、
交
通
安
全

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

私
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
員
と

し
て
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
と
き
は
、

以
前
よ
り
増
し
て
安
全
運
転

を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

根室地区

丸山　一之
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代表取締役会長　花井　　馨　　　代表取締役社長　名畑　裕敏

おかげさまで 創業66年、

これからも皆様と共に挑戦し続けます。
挑戦戦戦挑戦
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歩行者を　気づかう心で　踏むペダル

令和２年８月号　公益社団法人北海道交通安全推進委員会　札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873
　 URL: https://www.slowly.or.jp      e-mail: safety@slowly.or.jp

砂川市では、平成２７年１２月施行の「砂川市飲酒運転撲滅条例」
で６月６日を「飲酒運転撲滅の日」と定め、市と市民が一体となって飲
酒運転の撲滅に取り組んでいます。

今年は、６月５日に砂川市交通安全指導員会約２０名が飲酒運転
撲滅パトライト・旗の波街頭啓発を実施し、国道１２号で走行車両に

「飲酒運転しないで」との手旗を掲げ、飲酒運転撲滅を訴えました。

胆振地区��������������������������������������������������������苫小牧市

滝上町は、オホーツク圏と道央を結ぶ主要国道２７３号線があ
り、交通量が大変多い町です。毎月交通指導員１７名が交通安全
パトロールを行い、町民及び通行する多くの車両に交通安全を呼
びかけています。その成果として、昨年12月23日に交通事故死ゼ
ロ1,500日を達成しております。今後も交通事故の無い安全で安
心した暮らしができるよう活動していきます。

帯広市では、毎月１５日の「道民交通安全の日」に広報車による
市内の巡回と、帯広市交通安全推進委員連絡協議会（交連協）の
皆さんによる市内主要交差点における赤色灯の点灯と手持ち旗を
使った注意喚起により、車両運転者に対し交通事故防止や安全運
転を啓発する「パトライト作戦」を実施しています。

オホーツク地区��������������������������������������������������滝上町十勝地区�����������������������������������������������������������帯広市

空知地区�����������������������������������������������������������砂川市

　苫小牧市では、夏の交通安全運動にあわせ、苫小牧西港フェリ
ーターミナルにおいて、フェリー水際作戦街頭啓発を実施し、普
通自動車や自動二輪車を対象に交通安全関係団体と連携し、交
通事故抑止活動を行っております。本州から来道する観光客が
非常に多くなる季節ですが、スピードの出し過ぎなど観光型の
交通事故が多発する季節でもあります。交通ルールやマナーを
守り、楽しい旅にしてほしいと街頭啓発を実施しており、夏の交
通安全運動の恒例行事となっております。


